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次

　
　
　
　

規　
　
　

則

○
山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

　
　
　
　
　
　

規　
　
　

則

山
梨
県
規
則
第
十
四
号

　

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
四
月
十
三
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

　
　
　

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

別
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈠
中
「
避
難
所
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
を
「
避
難
所
」
に
、

「
と
す
る
」
を
「
に
供
与
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈡
中
「
設
置
し
、

又
は
天
幕
の
設
営
」
を
「
設
置
す
る
こ
と
、
天
幕
を
設
営
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
」
に
改

め
、
同
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈢
中
「
三
百
十
円
」
を
「
三
百
二
十
円
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削

り
、
同
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈣
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

㈣�　

福
祉
避
難
所
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
（
2
の
㈣
に
お
い
て
「
高
齢
者
等
」
と
い
う
。）
で

あ
つ
て
避
難
所
で
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
に
供
与
す
る
避
難
所

を
い
う
。）
を
設
置
し
た
場
合
は
、
㈢
の
金
額
に
当
該
地
域
に
お
い
て
当
該
特
別
な
配
慮
の

た
め
に
必
要
な
通
常
の
実
費
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

別
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈤
を
同
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈥
と
し
、
同
表
の
第
一
の
一
の
1
の
㈣
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

㈤�　

避
難
所
で
の
生
活
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
者

へ
の
健
康
上
の
配
慮
等
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
そ
の
他
の
宿
泊
施
設
の
借
上
げ
を
実
施
し
、

こ
れ
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

別
表
の
第
一
の
一
の
2
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

2　

応
急
仮
設
住
宅

　
　
　

��　

応
急
仮
設
住
宅
は
、
住
家
が
全
壊
し
、
全
焼
し
、
又
は
流
失
し
た
こ
と
に
よ
り
居
住
す
る
住

家
が
な
い
者
で
あ
つ
て
、
自
ら
の
資
力
で
は
住
家
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
、
建
設
し

供
与
す
る
住
宅
（
以
下
「
建
設
型
仮
設
住
宅
」
と
い
う
。）、
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
て
供

与
す
る
住
宅
（
以
下
「
借
上
型
仮
設
住
宅
」
と
い
う
。）
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
供
与

す
る
住
宅
と
す
る
。

　
　
　

㈠　

建
設
型
仮
設
住
宅

　
　
　
　

⑴�　

建
設
型
仮
設
住
宅
の
設
置
に
当
た
つ
て
は
、
原
則
と
し
て
、
公
有
地
を
利
用
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
適
当
な
公
有
地
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
民
有
地
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

⑵�　

建
設
型
仮
設
住
宅
の
一
戸
当
た
り
の
規
模
は
、
応
急
救
助
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
の

実
情
、
世
帯
構
成
等
に
応
じ
て
設
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
設
置
の
た
め
に
支
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
費
用
は
、
設
置
に
係
る
原
材
料
費
、
労
務
費
、
付
帯
設
備
工
事
費
、
輸
送
費
、

建
築
事
務
費
等
の
一
切
の
経
費
と
し
て
、
五
百
六
十
一
万
円
以
内
の
額
と
す
る
。

　
　
　
　

⑶�　

建
設
型
仮
設
住
宅
を
同
一
敷
地
内
又
は
近
接
す
る
地
域
内
に
お
お
む
ね
五
十
戸
以
上
設

置
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
居
住
者
の
集
会
等
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
、
建
設
型
仮
設
住
宅
を
同
一
敷
地
内
又
は
近
接
す
る
地
域
内
に
五
十
戸
未
満
設
置

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
戸
数
に
応
じ
た
居
住
者
の
集
会
等
に
利
用
す
る
た
め
の
小
規
模
な

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

⑷�　

福
祉
仮
設
住
宅（
老
人
居
宅
介
護
等
事
業
等
を
利
用
し
や
す
い
構
造
及
び
設
備
を
有
し
、

高
齢
者
等
で
あ
つ
て
日
常
の
生
活
上
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
複
数
の
も
の
に
供
与
す
る
施

設
を
い
う
。）
を
建
設
型
仮
設
住
宅
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

⑸�　

建
設
型
仮
設
住
宅
は
、
災
害
発
生
の
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
着
工
し
、
速
や
か
に
設
置

す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

⑹�　

建
設
型
仮
設
住
宅
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
建
設
型
仮
設
住
宅
の
建
築
工

事
が
完
了
し
た
日
か
ら
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
五
条

第
三
項
又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
期
限
ま
で
と
す
る
。

　
　
　
　

⑺�　

建
設
型
仮
設
住
宅
の
供
与
の
終
了
に
伴
う
建
設
型
仮
設
住
宅
の
解
体
撤
去
及
び
土
地
の

原
状
回
復
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
費
用
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
実
費
と
す

る
。

　
　
　

㈡　

借
上
型
仮
設
住
宅

　
　
　
　

⑴�　

借
上
型
仮
設
住
宅
の
一
戸
当
た
り
の
規
模
は
、
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
㈠
の
⑵
に
定
め

る
規
模
に
準
ず
る
も
の
と
し
、そ
の
借
上
げ
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
費
用
は
、

家
賃
、
共
益
費
、
敷
金
、
礼
金
、
仲
介
手
数
料
、
火
災
保
険
料
そ
の
他
の
民
間
賃
貸
住
宅
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�

の
貸
主
又
は
仲
介
業
者
と
の
契
約
に
不
可
欠
な
費
用
と
し
、
そ
の
額
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
額
と
す
る
。

　
　
　
　

⑵�　

借
上
型
仮
設
住
宅
は
、
災
害
発
生
の
日
か
ら
速
や
か
に
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
、

提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

⑶�　

借
上
型
仮
設
住
宅
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
借
上
げ
の
日
か
ら
㈠
の
⑹ 

に
規
定
す
る
期
限
ま
で
と
す
る
。

　

別
表
の
第
一
の
二
の
1
の
㈠
中
「
、
住
家
に
被
害
を
受
け
て
炊
事
の
で
き
な
い
者
及
び
住
家
に
被
害

を
受
け
一
時
縁
故
地
等
へ
避
難
す
る
必
要
の
あ
る
」
を
「
又
は
住
家
に
被
害
を
受
け
、
若
し
く
は
災
害

に
よ
り
現
に
炊
事
の
で
き
な
い
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
二
の
1
の
㈢
中
「
た
め
」
を
「
た
め
に
」

に
、「
千
四
十
円
以
内
」
を
「
千
百
四
十
円
以
内
の
額
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
二
の
1
の
㈣
た
だ

し
書
を
削
り
、
同
表
の
第
一
の
三
の
㈠
中
「
船
舶
の
遭
難
」
を
「
全
島
避
難
」
に
、「
損
傷
し
」
を
「
損

傷
等
し
た
こ
と
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
三
の
㈢
中
「
の
範
囲
内
」

を
「
以
内
」
に
改
め
、同
表
の
第
一
の
三
の
㈢
の
⑴
の
表
中
「
一
七
、八
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、五
〇
〇
円
」

に
、「
二
二
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
三
三
、
七
〇
〇
円
」
を
「
三
五
、一
〇
〇
円
」

に
、「
四
〇
、四
〇
〇
円
」
を
「
四
二
、〇
〇
〇
円
」
に
、「
五
一
、二
〇
〇
円
」
を
「
五
三
、二
〇
〇
円
」
に
、

「
七
、
五
〇
〇
円
」
を
「
七
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
二
九
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
〇
、
六
〇
〇
円
」
に
、「
三

八
、一
〇
〇
円
」
を
「
三
九
、
七
〇
〇
円
」
に
、「
五
三
、一
〇
〇
円
」
を
「
五
五
、二
〇
〇
円
」
に
、「
六

二
、一
〇
〇
円
」
を
「
六
四
、五
〇
〇
円
」
に
、「
七
八
、一
〇
〇
円
」
を
「
八
一
、二
〇
〇
円
」
に
、「
一
〇
、

七
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、二
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
三
の
㈢
の
⑵
の
表
中
「
五
、八
〇
〇
円
」

を
「
六
、〇
〇
〇
円
」
に
、「
七
、八
〇
〇
円
」
を
「
八
、一
〇
〇
円
」
に
、「
一
一
、七
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、

二
〇
〇
円
」
に
、「
一
四
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
一
八
、〇
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、

七
〇
〇
円
」
に
、「
二
、五
〇
〇
円
」
を
「
二
、六
〇
〇
円
」
に
、「
九
、四
〇
〇
円
」
を
「
九
、八
〇
〇
円
」

に
、「
一
二
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、一
〇
〇
円
」

に
、「
二
〇
、六
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、五
〇
〇
円
」
に
、「
二
六
、一
〇
〇
円
」
を
「
二
七
、一
〇
〇
円
」
に
、

「
三
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
六
の
㈡
中
「
五
十
四
万
七
千
円
以

内
」
を
「
五
十
八
万
四
千
円
以
内
の
額
」
に
改
め
、同
表
の
第
一
の
七
の
㈢
中
「
範
囲
内
の
額
」
を
「
額

以
内
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
八
の
㈠
中
「
、
学
用
品
を
」
を
削
り
、「
損
傷
し
」
を
「
損
傷
等
し

た
こ
と
に
よ
り
学
用
品
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
に
、「
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
児
童
」
を
「
義

務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
の
児
童
」
に
、「
中
等
教
育
学
校
」
を
「
義

務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、中
等
教
育
学
校
」
に
改
め
、同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
中
「
の
た
め
」
を
「
の

た
め
に
」
に
、「
の
範
囲
内
」
を
「
以
内
」
に
改
め
、同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
の
⑵
の
（イ）
中
「
四
千
百
円
」

を
「
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
の
⑵
の
（ロ）
中
「
四
千
四
百
円
」
を
「
四
千
七
百

円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
の
⑵
の
（ハ）
中
「
四
千
八
百
円
」
を
「
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同

表
の
第
一
の
九
の
㈢
中
「
た
め
」
を
「
た
め
に
」
に
、「
二
十
万
六
千
円
以
内
」
を
「
二
十
一
万
千
三

百
円
以
内
の
額
」
に
、「
十
六
万
四
千
八
百
円
以
内
」
を
「
十
六
万
八
千
九
百
円
以
内
の
額
」
に
改
め
、

同
表
の
第
一
の
十
一
の
㈣
中
「
処
理
の
た
め
」
を
「
処
理
の
た
め
に
」
に
、「
の
範
囲
内
」
を
「
以
内
」

に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
十
一
の
㈣
の
⑵
中
「
五
千
二
百
円
以
内
」
を
「
五
千
三
百
円
以
内
の
額
」
に

改
め
、
同
表
の
第
一
の
十
二
の
㈡
中
「
除
去
の
た
め
」
を
「
除
去
の
た
め
に
」
に
、「
と
し
、
一
世
帯

当
た
り
十
三
万
三
千
九
百
円
以
内
と
す
る
」
を
「
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
市
町
村
に
お

け
る
障
害
物
の
除
去
を
行
つ
た
一
世
帯
当
た
り
の
費
用
の
平
均
額
は
、
十
三
万
五
千
四
百
円
以
内
の
額

と
す
る
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
十
三
の
㈠
の
⑴
中
「
避
難
」
を
「
避
難
に
係
る
支
援
」
に
改
め
、

同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑴
中
「
二
万
二
千
八
百
円
」
を
「
二
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の

㈠
の
1
の
⑵
中
「
一
万
四
千
九
百
円
」
を
「
一
万
五
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の

⑶
中
「
一
万
六
千
三
百
円
」
を
「
一
万
六
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑷
中
「
一

万
五
千
円
」
を
「
一
万
四
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑸
中
「
一
万
七
千
円
」
を

「
一
万
六
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑹
中
「
二
万
三
千
五
百
円
」
を
「
二
万
四

千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑺
中
「
二
万
三
千
円
」
を
「
二
万
五
千
百
円
」
に
改

め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑻
中
「
二
万
千
二
百
円
」
を
「
二
万
三
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
第
一
の
一
の
2
の
㈠

の
⑵
の
規
定
、
同
表
の
第
一
の
二
の
1
の
㈢
の
規
定
、
同
表
の
第
一
の
三
の
㈢
の
⑴
の
表
の
規
定
（
夏

期
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
項
六
人
以
上
一
人
増
す
ご
と
に
加
算
す
る
額
の
欄
を
除
く
。）、
同
表
の
第
一

の
三
の
㈢
の
⑵
の
表
の
規
定
（
夏
期
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
項
一
人
世
帯
の
欄
、
二
人
世
帯
の
欄
及
び

六
人
以
上
一
人
増
す
ご
と
に
加
算
す
る
額
の
欄
並
び
に
冬
季
十
月
か
ら
三
月
ま
で
の
項
一
人
世
帯
の
欄

及
び
六
人
以
上
一
人
増
す
ご
と
に
加
算
す
る
額
の
欄
を
除
く
。）、
同
表
の
第
一
の
六
の
㈡
の
規
定
、
同

表
の
第
一
の
九
の
㈢
の
規
定
及
び
同
表
の
第
一
の
十
二
の
㈡
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。


